"トラブルさんの神話的脅威"

スパイディ：今夜は静かだなー
　　　　　　静か過ぎる

＜バーン！＞

スパイディ：少なくともあれは、
　　　　　　美術館だ！

スパイディ：私たちの中に熱狂的芸術愛好家がいるみたい

<忍び足をした後のガシャーンとなる音>

スパイディ：さあスパイダーボーイ 落ち着け
            ただの幻覚だ
            何でもないさー
            ケンタウロスがギリシャの花瓶を盗んでるだけだ
　　　　　　ニューヨークではよくあるから
　　　　　　そんな貴重品、持ち歩かないでよー！

スパイディ：さーてお次は ロープ縛りだ
　　　　　　あれ？消えちゃった！
ジェイムソン：どうして必要な時に限ってパーカーはいないんだ！
ベティー：しかしジェイムソンさん 休んでいいって言ってたじゃないですか！
ジェイムソン：あの事なら気にするなミス・ブラント
              パーカーを見つけて、美術館に向かうよう伝えろ
＜電話＞
ジェイムソン：もし若者がやったのなら それは器物損壊罪だ
              ジェイムソンだ……お断りだ！
電話のJJ：神話集とか古くさくて 新聞のコラムに載せる気がせん
          切るぞー

トラブル：ジェイムソンさんには最後まで付き合ってもらう
          キミは神話コラムを物乞いするだろう！
          あなたの番です、サイクロプス
          ケンタウロスは負けたが、あなたならできる。
　　　　　もしスパイダーマンが邪魔してきた場合、
　　　　　わかっていますね？
　　　　　やる気のない出版社に注目を浴びせるのです
          行きなさい

スパイディ：神話の動物が現れて…
　　　　　　古代ギリシャの花瓶を盗もうとする…
            それが何を意味するか…
　　　　　　んクモ感覚だ、やばい
            サイクロプスだ！
            ちょっと、あんた間違ってるよ！
            ユリシーズじゃないからね？
            上手く当てたね、サイクロプス！
　　　　　　こっちだー！
            消えた…、どちらにせよ、目を合わせることはなかった

トラブル：また失敗かぁ、誰も許さないよ？
          スパイダーマンだって私の計画を止めることはできない
　　　　　それにはスパイダーマンを片付けてくれる召喚獣が必要だけど…
　　　　　ああ！そうかぁー！
　　　　　あなたならスパイダーマンを逃がさないでしょう

スパイディ：クモ感覚が危険を感知した
　　　　　　何か来る！伏せなきゃ！
            今度はなんだ！

Bパート

ディアーナ：約束しろ、スパイダーマン！
　　　　　　この矢は真っすぐで正確だ！
スパイディ：待ってお嬢さん！
　　　　　　あれが偽物でも
　　　　　　この矢は別だ
ディアーナ：絶対に逃がさない
　　　　　　私はダイアナ、狩りの女神だ
　　　　　　今すぐ戦争をやめて 出てくるのだ
スパイディ：冗談でしょ。
スパイディ：そういうことだったんだね
　　　　　　誰かが神話的脅威を復活させてる
　　　　　　探さなきゃー…

ジェイムソン：誰かがストーン・フェラーの邸宅に忍び込んで小像を盗んだそうだ
　　　　　　　そんな醜いこと誰がするんだあ
ピーター：うーん、これはハデスが連れていた神話の番犬ケルベロスだ
ベティー：そんな番犬をストーン・フェラーが持ってるなら
　　　　　泥棒なんか心配しなくてもいいのに

＜電話着信、電話に出るジェイムソン＞

ジェイムソン：言ってるだろう、デイリーコラムに神話集を載せる気はないんだ
　　　　　　　切るぞー

＜電話を切る＞

ジェイムソン：ミス・ブラント、あの女から掛かってきたら留守と伝えろ
ピーター：女って？
ベティー：古本屋の店長 ミス・トラブル
ジェイムソン：あの女はその名に恥じない1人の女だ
ピーター：ダイアナはこの店の前に立っていた
　　　　　気づくべきだったな…
　　　　　なんて偶然 面白い
          ん？ クモ感覚だ、誰か来る
トラブル：ちょっとあんた、何の用？
ピーター：あワタクシ デイリービューグルの者ですぅ 　
　　　　　ジェイムソンさんから聞きました
　　　　　あなた神話学に詳しいのでしょう？
　　　　　ぜひお聞かせ…　
トラブル：仕事の話をしたいんだったら
　　　　　出版社の社長が自分で来るように伝えてちょうだい
ピーター：しかしー
トゥラブル：ジェイ・ジョナ・ジェイムソンにしか話さないからね？
ピーター：しかしミス・トラブル
トラブル：行って！
ピーター：なんであの人、昔のJJJを思いださせるんだろう？

＜家に戻り、写真を調べる、そして結果＞

ピーター：ピッタリだ！尻尾も同じ所で壊れてる！
　　　　　つまりミス・トラブルがこの小像を盗んだ
          もう一度トラブルのブック・コーナーを訪ねてみなくっちゃ
　　　　　今回は…スパイダーマンとして

＜ブックコーナー＞

スパイディ：閉店？ちょういいやー
　　　　　　ここに親愛なる隣人スパイダーマンがくるよ？
            動物は好きだけど、ちょっと多すぎー
            早いとこ調べよう
　　　　　　大丈夫だ、けど 余りに近い
            クモ感覚が反応した 核心に近づいてきている

トラブル：そのチェストは役に立たないよスパイダーマン
          魔法の鍵を持っているのは私だけだ
スパイディ：パンドラの箱を持ってるとか言わないよね？
トラブル：あんたは自分自身を知り過ぎている
スパイディ：好奇心旺盛なクモだから仕方ないよ
トラブル：いいでしょう、ではあなたの好奇心を満足させてあげます
　　　　　ただし生きて帰れるとは 思うな？
スパイディ：彼は誰？
トラブル：偉大なるバルカン、火の神、監禁するのです！
バルカン：神々からの賜物ー
トラブル：さすがですバルカン…トドメを刺せ
          ヤツなんかに負けるな！
スパイディ：チェスト、唯一の希望だ
トラブル：チェストー！バルカン チェストー！
スパイディ：強く吹いた…
バルカン：貴様を片付ける…
トラブル：本が、私の貴重な本が！
トラブル：戻りなさいバルカン！、チェストに戻ることをあなたに命じる
バルカン：黙れーー！神々に命令するとはナーニーゴートーー
スパイディ：チェストだ！
　　　　　　トラブルさん いま助けてあげる
            つまりこれは、鍋の中から火の中へ
            彼女には盗難事件を起こした責任がある
　　　　　　これ返しとくよ
警官：メダルが貰えるかもよ？スパイダーマン
      夜にもらうよ お巡りさん

END